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Abstract
A varunid crab, Ptychognathus takahasii Sakai, 

1939 (Decapoda: Brachyura), is reported based on the 
specimens collected from the south coast of Kyushu, 
southern Japan. A brief description and several figures 
of these specimens are provided. This record repre-
sents the first discovery of the species from Kyushu Is-
land.

はじめに
モクズガニ科のヨツハヒライソモドキ Ptychog-

nathus takahasii Sakai, 1939 は，台湾と日本に分布

する小型のカニで，日本では江ノ島，八丈島およ

び琉球列島から採集記録があるが（成瀬，2017），

近年の記録は琉球列島に限られている．また，本

種は “ 高潮線付近に淡水が浸み出す海岸 ” という

特殊な環境を好むため，環境省，東京都および沖

縄県のレッドリストやレッドデータブックにおい

て準絶滅危惧（NT）または情報不足（DD）に選

定されており（武田，2014；武田・奥野，2014；

成瀬，2017；環境省，2020），分布や生態などに

関する情報の蓄積が望まれる種である．

筆者は，九州の南端に位置する鹿児島県指宿

市において本種の生息を確認したため，採集標本

の形態的特徴を示すとともに九州初記録としてこ

こに報告する．

材料と方法
本研究で使用した標本は，70% エタノールの

液浸標本として琉球大学博物館，風樹館（RUMF: 

Ryukyu University Museum, Fujukan）に収蔵され

ている．標本の大きさは甲長 × 甲幅（最大幅）で

示した．

Ptychognathus takahasii Sakai, 1939

ヨツハヒライソモドキ　（Figs. 1–3）

標本　RUMF-ZC-7128，3 雄（5.9 × 6.8, 6.1 × 7.2, 

7.6 × 9.0 mm），1 雌（6.2 × 7.4 mm），鹿児島県指

宿市開聞花瀬海岸，2009 年 12 月 30 日，前之園

唯史採集．

形態　甲の概形は丸みを帯びた四角形で，甲

幅は甲長の 1.15–1.19（平均 1.18，n = 4）倍である．

甲背面の大部分は平坦であるが，額域・原胃域の

境界に低い横隆起，後胃域・心域の境界に明瞭な

頸溝を具える．甲の表面は無毛で，肉眼では平滑

に見えるが顕微鏡下では多数の小孔が確認でき

る．額の前縁は中央が浅く窪む．甲の前側縁には，

やや尖った眼窩外歯と丸みを帯びた 3 つの前鰓歯

を具える．眼下域には顆粒列を具える．

第 3 顎脚の座節・長節間の関節は水平に近く，

座節は外肢よりも僅かに幅が狭い．長節の前縁は

中央が大きく窪み，前外角は丸みを帯びて強く張

り出す．腕節は長節の前縁中央（窪みの底部）に

接続する．腕節以降を腹部方向に折りたたむと，

指節の先端は座節・長節の関節に達しない．左右

の第 3 顎脚を閉じた際，両内肢間には縦に長い隙

間が形成される．

鉗脚には雌雄差がある．雄の鉗脚は左右同形

であるが，大きさは左右で僅かに異なり，大型標

本ほどその差は大きい．腕節の上面内角は丸みを

九州の南岸から得られたヨツハヒライソモドキ
（十脚目：短尾下目：モクズガニ科）の記録

前之園唯史

〒 901–2111　沖縄県浦添市経塚 1–4–5 102　株式会社かんきょう社

　 　
Maenosono, T. 2021. Record of Ptychognathus takahasii Sakai, 1939 (Decapoda: Brachyura: Varunidae) from the south coast of 

Kyushu, southern Japan. Nature of Kagoshima 48: 53–56.
 Kankyosha, 1–4–5 102 Kyozuka, Urasoe, Okinawa 901–2111, Japan (e-mail: maenosono@kankyo-sha.co.jp).

Received: 19 July 2021; published online: 19 July 2021; http://journal.kagoshima-nature.org/archives/NK_048/048-011.pdf



54

Nature of Kagoshima Vol. 48 RESEARCH ARTICLES

帯びる．鉗部の外面はほぼ平滑であり，不動指お

よび可動指の基部に羽毛状の剛毛が密生した毛束

を具える．鉗部の内面は無毛である．不動指と可

動指の咬合縁には小さい歯が並ぶ．雌の鉗脚は雄

よりも明らかに小さく，左右同形であるが，大き

さは左右で僅かに異なる．腕節の上面内角は鈍頭

だが明瞭に突出する．鉗部の外面は皺状の粗面で，

掌部の下部から不動指の先端にかけて顆粒を伴っ

た低い陵が縦走する．鉗部の内面と外面は無毛で

あるが，下縁には通常の（羽毛状ではない）剛毛

が疎らに生える．指部の咬合縁の歯は雄と同じで

ある．

歩脚はヒライソモドキ属では一般的な長さで

ある．第 2 歩脚が最も長く，次いで第 3 歩脚が長

い．第 4 歩脚が最も短い．第 1–3 歩脚は剛毛の生

え方が同じである．長節は前縁の基部側に羽毛状

の剛毛が密生し，後縁は全長にわたって通常の剛

毛が疎らに生える．腕節は前縁が無毛で，後縁は

先端付近（前節との関節付近）に通常の剛毛が数

本生える．前節と指節は前縁が無毛で，後縁は全

長にわたって通常の剛毛が密生する．第 4 歩脚の

剛毛の生え方もほぼ同じであるが，第 1–3 歩脚よ

りも疎らである．

腹部は，雌雄ともに 6 枚の腹節と尾節からなり，

各節を分ける縫合線は明瞭である．雄の腹部は，

第 1 腹節から尾節にかけて幅が狭くなる．腹節の

長さは，第 2 腹節が最も短く，第 6 腹節が最も長

い．尾節は縦長で先端が丸みを帯びる．雌の腹部

Fig. 1. Ptychognathus takahasii (RUMF-ZC-7128, male, 7.6 × 9.0 mm). A, entire animal, dorsal view; B, anterior part of carapace, dorsal 
view; C, cephalothorax, anteroventral view; D, left chela, outer view; E, same inner view F, right ambulatory legs, upper view.
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は，第 1 腹節から第 4 腹節にかけて幅が広くなり，

第 4 腹節から尾節にかけて幅が狭くなる．腹節の

長さは，第 1 腹節が最も短く，第 6 腹節が最も長

い．尾節は幅広い三角形である．

雄の第 1 腹肢は，先端が外側方向に曲がる．

色彩　4 標本のうち 3 標本は図 1A のような色

彩であり，残り 1 標本は全体的にほぼ黒色であっ

た．なお，沖縄島での筆者の採集経験では，本種

の体色は黒色，白色，灰白色，灰色，茶色，オレ

ンジ色など様々である［武田・奥野（2014）の付

図も参照］．

備考　検討標本の形態的特徴は，既往文献

（Sakai, 1939, 1976；仲宗根・伊礼，2003）で示さ

れているヨツハヒライソモドキの記載や図とよく

一致した．現在，ヒライソモドキ属 Ptychognathus 

Stimpson, 1858 には 27 種が知られているが（Ng 

Fig. 2. Ptychognathus takahasii (A, B, RUMF-ZC-7128, male, 7.6 × 9.0 mm; C–F. RUMF-ZC-7128, female, 6.2 × 7.4 mm). A, E, anterior 
part of thoracic sternum and distal part of pleon, ventral view; B, F, posterior part of thoracic sternum and basal part of pleon, posterior 
view; C, entire animal, dorsal view; D, right chela, outer view.

Fig. 3. Ptychognathus takahasii (RUMF-ZC-7128, male, 7.6 × 9.0 
mm). Left first gonopod (setae removed), dorsal view. Scale 
bar: 1 mm.
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et al., 2008; Ng, 2010; Hsu and Shih, 2020），甲の前

側縁に 4 つの歯（眼窩外歯を含む）を具えるのは

本種のみである．

多くの文献では本種の種小名を “takahashii” と

綴っているが［例えば，Sakai, 1976 ( 一部 ); 三宅，

1983；村岡，1998；丸村・小阪，2003；仲宗根・

伊 礼，2003； 武 田 ほ か，2006；Ng et al., 2008；

Ng, 2010；成瀬，2010，2017；武田，2014；武田・

奥野，2014；環境省，2020］，正しい原綴りは

“takahasii” である（Sakai, 1939; Hsu and Shih, 2020）．

分布　台湾の新北市淡水（タイプ産地），臺東

縣 基 翬 お よ び 蘭 嶼（Sakai, 1939； 村 岡，1998；

Hsu and Shih, 2020）， 相 模 湾 の 江 ノ 島（Sakai, 

1955a），伊豆諸島の八丈島（Sakai, 1955b），琉球

列島の徳之島，沖縄島，西表島および与那国島（丸

村・ 小 阪，2003； 仲 宗 根・ 伊 礼，2003； 成 瀬，

2010，2017；是枝ほか，2020）から記録されてい

る．本研究によって本種が九州にも分布している

ことが明らかとなった．

採集環境　採集個体は，波当たりが強い玉石

海岸の高潮帯の転石下に潜んでいた．なお，採集

地点の周辺に河川はなかったが，淡水の浸み出し

の有無は確認していない．
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